
　7月26日、町総合福祉センターにて、世代間交流を目的とした「ペーパークイリングのサンキューカードつくり」を行い
ました。これは「東北の造形作家を支援する会(SOAT)」が主催し、町内のお手伝いボランティア団体や町放課後児童クラブ
の子供たち、町老人クラブ会員、主任児童委員の皆さんが協力して、細長い色紙をクルクル巻いてメッセージカードを飾り
つけるワークショップです。
　この交流の目的は、少子高齢化、核家族化が進み家庭内で高齢者と子どもが関わる機会が減少する中、ものづくりを
通して世代を超えたつながりや相互理解を深めることを目的とした活動です。
　手先を使う細かい作業となりましたが、大人も子供も「この色合いはきれいだね」「このデザインかわいいね」など笑顔が
あふれ楽しく交流を深めることができました。




